






























運用能力を伸ばす，最も有効な唯一の方法である」と言うほどで（Maley 2005 : 354），多読学習は読
解力・文章力・語彙力，そして総合的な運用能力に多大な学習効果をもたらすといわれている（Day
& Bamford 1998参照）。また，様々な研究により，多読がリーディング・スピード（Bell 2001），文法
















聞きながら読む（Read While Listening。以下 RWL という）という学習方法は新しいテクニックで
はない。L1（母語）のリーディング・プログラムで何十年もの間使用されており，難読症の学習者に
は特に効果を上げている（Van Bon, Boksbeld, Friede, & Van den Hurk, 1991）。子供に物語を読み聞か
せることはたいていどこでもよい教育として認められており，特に子供が一緒に本を見て楽しみなが
ら読み聞かせを聞くと，リーディング，リスニングの両方のスキルの大きな向上が生み出されるとい
うのだ（Senechal & Cornell, 1993）。なぜそのような効果があるかというと，RWL によって，より大
きな意味単位でテクストを理解するようになり，そうすることで理解度の向上にもつながるからであ
る。その結果，RWL により，学習者はより高度な理解が可能なことに気づき，より効果的な読み方
を身につけることができる（Amer, 1997 ; Dhaif, 1990）。
近年 RWL 学習が L2 のリスニング力の向上（Bell, 1998 ; Vandergrift, 2007）や語彙獲得（Brown,



















































2010 年 2 月には，コア科目履修者（一年次生）ほぼ全員を対象に学年度末の統一試験を行った。前
年度同時期の同一のテストと結果を比較すると，履修者全体では 12.1 点から 15.7 点へと平均点が上
がり，どの学部においても前年度より読解力のスコアに大幅な向上（p＜0.001）が見られた（図 4）。






300 のテストのみで 2008 年度にスタートしたが，現在では 1000 を越えるテストが他の教育機関の
教員やオックスフォード大学出版などの多くの有名な出版社により作成され，利用可能となっている。
また，本プログラムの有効性は，国際学会などでの発表の結果，広く認められようになり，現在まで
に国内外を含め 50 校以上の教育機関で本学が開発した MoodleReader が導入され，その数は急速に
増加している。その中心は日本と韓国であるが，同時にイギリス，カナダ，モロッコなどの教育機関
でも利用されている。2010 年には本取り組みが評価され，私立大学情報教育協会から奨励賞が授与
された（Robb & 加野 2010）。
4．RWLプログラムでのMoodleReader の使用
本学文化学部の RWL（聞きながら読む）学習プログラムでも，この MoodleReader を使用し，学生
の多読・多聴の時間の増大の実現，その他リーディング・スピードや語彙力のアップを目指している。
4.1 対象
本プログラムの対象となる学生は，本学文化学部の 1 年次生 230 人で，入学時のプレイスメント・
テストのスコアに基づき 8 クラスに分けられ，一年間リスニングを含む 4 つの英語の必修科目を履
修する。学生の英語レベルはおおよそ TOEFL スコアで 310 から 500 点の範囲である。
4.2 使用教材
本プログラムで使用する教材は本学図書館や LL 資料室に所蔵されるリーダーの中から選ばれてい


























4．学生は RWL 学習や MoodleReader にどのような態度で臨んでいるか。
英語力の向上を図るための以下のようなテストを学生に 4 月と 12 月に課し，RWL 学習プログラム
の有効性を測るための具体的なスコアとして使用した。
（1）読解力




使用した（4 月と 12 月に実施）。テストはリーダ （ーLevel 2）から抜粋されたそれぞれ 2 ページ分












RWL 学習量を独立変数として MANOVA 分析を行った。その結果，RWL 学習量はリーディング・
スピードと語彙認識の両方に有意かつプラスの効果があることが判明した（Wilks’s Λ＝913, F（4,
178）＝35.71, p＜.0001, η2＝.45）。Pre-TOEFL 全体のスコアや各セクションのスコア向上には有意
な効果はみられなかった。多重回帰分析では，RWL 学習量が，リーディング・スピード（F（1, 182）





6.2 学生の RWL 学習に対する態度
RWL 学習に対する態度を調査するためのアンケートには 141 名の学生が回答した。その結果，学



















表 2 RWL に対する学生の態度
7．まとめ





教員側の問題も明らかになった。MoodleReader や RWL 学習の手順について，学生に十分な説明を
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Implementing a Year-long ReadingWhile Listening Program
for First-year University English Students




This manuscript describes the results of a year-long Reading While Listening（RWL）program run
for university first-year English students at Kyoto Sangyo University. A total of 230 ESL learners
participated in the program. The program was developed to help L2 readers shift attention from
individual words to the syntax and semantics of the written text, and to give students practice in
listening to spoken English at length- a practice that the majority of Japanese students lack. To make
the program accessible to low-level learners, graded readers with accompanying CDs were used. The
theory and practice of program, and the Moodle module that keeps records of student progress
（MoodleReader）are described, along with some of the administrative and logistical problems
encountered. The results of the program suggest that the amount of RWL had a significant and positive
effect on both reading speed and vocabulary recognition.
Keywords : extensive reading, listening, Moodle, reading speed, vocabulary
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